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2024年 10 月 8 日 
株式会社日立ソリューションズ 

 

2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博） 
シグネチャーパビリオン「いのちの遊び場 クラゲ館」へ協賛  

オープンに力を合わせる体験を通じてみんなでワクワクする未来社会の創造に挑戦 
輸 

株式会社日立ソリューションズ（本社：東京都品川区、取締役社長：山本 二雄／以下、日立ソリ
ューションズ）は、このたび、2025年日本国際博覧会（以下、大阪・関西万博）のテーマ「いのち輝く未
来社会のデザイン」を実現する上で重要な取り組みである、テーマ事業「シグネチャーパビリオン」の中で、中
島さち子氏（株式会社steAm 代表取締役、ジャズピアニスト（作曲家）、数学研究者、STEAM教育
者）がプロデューサーを担当するテーマ事業「いのちを高める」シグネチャーパビリオン「いのちの遊び場 クラゲ
館」に、パートナーとして協賛します。 
クラゲ館のコンセプトは「～ワクワク！を探す旅へ～いのちが踊る、いのちが歌う、いのちがひらく。」です。 
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「いのちの遊び場 クラゲ館」外観イメージ 
 
日立ソリューションズは、持続可能な社会の実現に向けて、さまざまなステークホルダーとの協創やデジタル

トランスフォーメーション（DX）を通じ、サステナビリティ・トランスフォーメーション（SX）を推進しています。ま
た、Diversity, Equity & Inclusion（DEI）を大切に、社員一人ひとりの成長や挑戦を後押しする組織文
化醸成や、ワクワクする未来に向けて社内外に仲間を広げるコミュニティ「ハロみん」に取り組んでいます。 
このたび、中島さち子氏の「創造の喜びで世界中を繋ぎ、プレイフルで希望に満ちたインクルーシブな未来

『共創』（創造性の民主化）社会を模索する」という想いや、世界中の企業や公的機関、教育機関、地
域コミュニティを巻き込み価値を創出する姿勢に共感し、協賛することになりました。 
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日立ソリューションズは会期中、先端ITを活用し、未来社会を考えるワークショップを実施するなど、中島
さち子氏の想いに共感する他の企業や団体、個人のみなさまとの協創を進めていきます。 
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「いのちの遊び場 クラゲ館」内観イメージ 
 

■ 「シグネチャーパビリオン」とは 
テーマ事業は大阪・関西万博を象徴・代表する事業であり、8名の専門家がつくるパビリオンは、テーマ
をそれぞれの哲学から語り深める「署名作品」でもあることから、「シグネチャーパビリオン」と名付けられま
した。8 名のテーマ事業プロデューサーが大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」を、そ
れぞれ固有の観点から解釈、展開し、未来に生きる人々に繋ぎ渡すパビリオンを建設されます。 
 

■ パビリオン名およびテーマ事業名、テーマ事業プロデューサー 
・いのちの遊び場 クラゲ館 
「いのちを高める」 中島 さち子（音楽家、数学研究者、STEAM 教育家） 
・Better Co-Being 
「いのちを響き合わせる」 宮田 裕章（慶応義塾大学教授） 
・いのちの未来 
「いのちを拡げる」 石黒 浩（大阪大学教授、ATR石黒浩特別研究所客員所長） 
・null² 
「いのちを磨く」 落合 陽一（メディアアーティスト） 
・いのち動的平衡館 
「いのちを知る」 福岡 伸一（生物学者、青山学院大学教授） 
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・いのちめぐる冒険 
「いのちを育む」 河森 正治（アニメーション監督、メカニックデザイナー、ビジョンクリエーター） 
・EARTH MART 
「いのちをつむぐ」 小山 薫堂（放送作家、京都芸術大学副学長） 
・Dialogue Theater – いのちのあかし –  
「いのちを守る」 河瀨 直美（映画作家） 
 

■ STEAM教育とは 
科学（Science）、技術（Technology）、工学・ものづくり（Engineering）、アート・リベラルアーツ
（Art/Arts）、数学（Mathematics）の英単語の頭文字を組み合わせた、心躍動する、創造的・
実践的・横断的な学びを表す造語。科学者や数学者のように考え、芸術家やエンジニアのように創り
出す学び方・生き方を象徴します。ワクワクを中心とした、 「知る（発見・気づき）」と「創る（創造・
探究）」の循環（経済産業省『「未来の教室」とEdTech』第二次提言）を生み出す、横断的・実践
的・創造的な学びを指し、今世紀世界中で広く推進されています。 

 
■ 日立ソリューションズのコーポレートフィロソフィーとサステナビリティへの取り組みについて 

日立ソリューションズは、ITを活用したソリューションを提供し、持続可能な社会の実現に向けて貢献する
とともに、自社の持続可能な経営に向けた組織変革に取り組んでいます。 
その一歩として、会社が存在するパーパスを再定義し、経営ビジョン「グローバル化・デジタル化がもたらす

新しい景色を、すべての人へ。」を定め、大切にする価値として「オープンに力を合わせる」「未来へ踏みだす」
「挑戦を支える」「ワクワクを広げる」「誠実に行動する」を掲げました。 
さらに、さまざまなステークホルダーと協創を加速すべく、みんなでワクワクする未来を創造していくためのオ

ープンなコミュニティ「ハロみん」を立ち上げています。 
URL：https://www.hitachi-solutions.co.jp/company/vision/ 
URL：https://www.hitachi-solutions.co.jp/company/sustainability/ 

 
■ 協創で未来を創るオープンなコミュニティ「ハロみん」について 

URL：https://future.hitachi-solutions.co.jp/community/ 
 
■ 報道機関お問い合わせ先 
株式会社日立ソリューションズ 経営戦略統括本部 経営企画本部 広報部 [担当：多田、安藤] 
〒140-0002 東京都品川区東品川4-12-7 
E-mail：koho@hitachi-solutions.com 

https://www.hitachi-solutions.co.jp/company/vision/
https://www.hitachi-solutions.co.jp/company/sustainability/materiality/
https://www.hitachi-solutions.co.jp/company/sustainability/materiality/
https://future.hitachi-solutions.co.jp/community/
mailto:koho@hitachi-solutions.com
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※記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
このお知らせに記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、お問い合わせ先、URL など)は、 
発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承 
ください。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 


